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１．流域の概要
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■人口・世帯数

8
人口と世帯数（S35～H27）

 外城田川に関連する市町村の人口・世帯数は、平成7年まで増加傾向であるが、

平成12年以降は、減少傾向となっている。平成17年11月1日に伊勢市と小俣

町・二見町・御薗村、平成18年1月1日に多気町と勢和村が合併しているが、合

併以降も人口・世帯数の減少傾向は変わっていない。

データ出典：三重県統計書（三重県HP）

※ 伊勢市・小俣町・二見町・御薗村はH17.11.1に合併、多気町・勢和村はH18.1.1に合併











２．河川の現状

13









３．治水の概要
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■水害の歴史

平成29年の台風21号は近年では最大の水害であった

18
※伊勢湾台風の被害数量は、伊勢市・小俣町・玉城町・多気町・明和町の合計

平成29年台風第21号の浸水家屋戸数は伊勢市貸与資料、玉城町貸与資料より、水害区域面積は浸水実績図をもとに計測

床上（戸） 床下（戸）

昭和34（1959）年9月
台風第15号
（伊勢湾台風）

869 1726
日雨量最大：190mm

（伊勢観測所）

3383.0 高潮・溢水
外城田川
相合川
有田川

伊勢湾台風災
害誌、玉城町

史下巻

昭和42（1967）年10月 台風第34号 0 20
24時間最大：222.5mm
時間最大 ：39.6mm
（津観測所）

220.0 溢水
外城田川
相合川

水害統計

107 19960分最大 ：83mm
（伊勢観測所）

389.0 溢水・破堤 外城田川 水害統計

247 872
24時間最大：623.5mm
60分最大 ：96mm
（伊勢観測所）

1751.0
浸水・破堤
溢水

外城田川 水害統計

0 10
24時間最大：201.2mm

（伊勢観測所）

90.4 内水 外城田川 水害統計

0 18
24時間最大：247mm
時間最大 ：34mm
（小俣観測所）

724.2 内水
外城田川
相合川

水害統計

0 43
24時間最大：211mm
時間最大 ：35mm
（小俣観測所）

210.6
有堤部溢水
内水

外城田川
相合川

水害統計

昭和58（1983）年9月 台風第10号 0 17
24時間最大：117mm
時間最大 ：25mm
（小俣観測所）

0.9 内水 外城田川 水害統計

281 266
24時間最大：492.5mm
時間最大 ：62mm
（小俣観測所）

1293.2 溢水・内水
外城田川
相合川
有田川

伊勢市資料
玉城町資料

平成29（2017）年10月 台風第21号

出典

昭和49（1974）年7月

昭和46（1971）年8月
台風23、25、26号
及び
秋雨前線豪雨

台風第8号及び豪雨
（七夕豪雨）

昭和50（1975）年8月 豪雨及び暴風雨

異常気象名浸水発生年月日

昭和51（1976）年9月 台風第17号と豪雨

昭和57（1982）年8月
豪雨、落雷、風浪と
台風第10号

浸水家屋戸数
雨量

水害区域
面積（ha）

水害要因 河川名







■既往計画
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 外城田川・相合川・有田川は、昭和49年度と昭和57年度に発生した災害を受

けて、昭和61年度までに災害復旧助成事業による改修を実施した。

 その後、昭和60年度に全体計画の変更認可を行い、河口～相合川合流点まで

が総合流域防災事業の区間である。

伊
勢
湾

相合川

650(m3/s)

170(m3/s)

磯
町
地
点
■

計画規模
外城田川：相合川合流点下流：1/30、相合川合流点上流：1/20
相合川：1/20

基準点 磯町

計画高水流量 650 m3/s

全体計画の概要

流量配分図

480(m3/s)
大
野
橋

外城田川

全体計画区間

総合流域防災事業区間









４．利水の概要
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５．環境の概要
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■河川環境（魚類・底生動物）

【備考】
・赤文字：重要種 青文字：特定外来種
・生活型：「川の生物図典」(1996年(財)ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄ整備ｾﾝﾀｰ)などを参考。

写真 外城田川で確認された魚類・底生動物

ミナミメダカ ヒモハゼ ヤリタナゴ

ハクセンシオマネキ ウミゴマツボウミニナ

外城田川 相合川 有田川

外St 1外St 2外St 3相St 1相St 2相St 3有St 1
1 ウナギ目 ウナギ科 ニホンウナギ 回 1
2 コイ目 コイ科 コイ 淡 3 1
3 ヤリタナゴ 淡 3 5 22 24
4 アブラボテ 淡 5
5 タイリクバラタナゴ 淡 3 1 3 14
6 オイカワ 淡 8 15 8 41 92 6

7 ヌマムツ 淡 8 1

8 ウグイ 淡 4
9 タモロコ 淡 1 2 1

10 カマツカ 淡 1 3 2 9

11 ニゴイ属 淡 13 1
12 ドジョウ科 ドジョウ 淡 1 1 1
13 トウカイコガタスジシマドジョウ 淡 6 7
14 ナマズ目 ナマズ科 ナマズ 淡 1

15 サケ目 アユ科 アユ 回 31
16 ダツ目 メダカ科 ミナミメダカ 淡 1 6 22 9 7
17 カサゴ目 コチ科 マゴチ 汽水・海水 1
18 スズキ目 スズキ科 スズキ 汽水・海水 6 2

19 サンフィッシュ科 ブルーギル 淡 5 7 1 5 1

20 オオクチバス 淡 4 3 1 4

21 アジ科 イケカツオ 汽水・海水 1
22 タイ科 クロダイ 汽水・海水 3

23 ボラ科 ボラ 汽水・海水 8 12 1

24 イソギンポ科 トサカギンポ 汽水・海水 3
25 カワアナゴ科 カワアナゴ 回 1
26 ハゼ科 ミミズハゼ 回 3

27 ヒモハゼ 汽水・海水 6
28 マハゼ 汽水・海水 8 2

29 アベハゼ 汽水・海水 3

30 カワヨシノボリ 淡 4 9 3 2
31 シマヨシノボリ 回 1 1

32 ゴクラクハゼ 汽水・海水 2 1

33 ヌマチチブ 回 7 7 2
34 タイワンドジョウ科 カムルチー 淡 1

46 49 88 46 109 158 29

10種 12種 14種 14種 11種 12種 5種

No. 目名 科名 種名
※1 生活型

合計：7目16科34種

図 外城田川・相合川・有田川の魚類・底生動物調査地点位置図

魚類は、10目25科66種(文献調査：64種、現地調査：34種)を確認。
現地調査の結果、重要種は8種：ヒモハゼ、ミナミメダカ、ヤリタナゴなど。外来種は3種：ブルーギル、オオ
クチバスなどを確認。
底生動物は、29目100科170種(文献調査：69種、現地121種)を確認。
現地調査の結果、重要種は5種：ハクセンシオマネキ、ウミニナなど。外来種は5種：アメリカフジツボなどを
確認。

31

表 外城田川・相合川・有田川で確認された魚類



■河川環境（鳥類・昆虫類）
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鳥類は、13目34科69種(文献調査：58種、現地調査：37種)を確認。
重要種は、現地調査でチュウサギ、コチドリ、シロチドリ、ケリの4種を確認。
外来種は、未確認。

昆虫類は、12目75科197種(文献調査：88種、現地調査：140種)を確認。
重要種は、現地調査でコオイムシ、コガタガムシなどの7種を確認。
外来種は、未確認。

チュウサギ コチドリ

コオイムシ
コガタガムシ 赤文字：重要種



■河川環境（両生類、爬虫類、哺乳類）

両生類は、1目3科4種(文献調査：3種、現地調査：4種)を確認。
重要種は、現地調査でトノサマガエルの1種を確認。
外来種は、現地調査で特定外来種であるウシガエルの1種を確認。

爬虫類は、2目7科9種(文献調査：7種、現地調査：6種)を確認。
重要種は、現地調査でニホンイシガメ、ニホンスッポンの2種を確認。
外来種は、現地調査でミシシッピアカミミガメの1種を確認。

哺乳類は、3目5科5種(文献調査：2種、現地調査：4種)を確認。
重要種は、未確認。
外来種は、現地調査で特定外来種であるアライグマの1種を確認。

トノサマガエル ニホンスッポン

アライグマが確認された環境
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赤文字：重要種
青文字：特定外来種





■河川空間の利用状況

 NPO等の市民団体により、草刈りなどの清掃活動が行われている。

 今後、流域の住民に対しアンケート調査の実施が予定されている。
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外城田川におけるＮＰＯ等の市民団体による清掃活動の様子



６．今後の進め方
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